
＜用法・用量に関連する使用上の注意＞
１．本剤の使用にあたっては、耐性菌の発現等を防ぐため、原則と
　　して感受性を確認し、疾病の治療上必要な最小限の期間の投与
　　にとどめること。
２．長期間使用しないこと。

本剤の成分及びキノロン系抗菌剤に対し過敏症の既往歴のある患者

２０１４年１月改訂　（第９版）
２００９年６月改訂　（指定医薬品の規制区分の廃止）
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頻度不明種類　頻度

発疹、蕁麻疹、眼瞼炎（眼瞼発赤・浮腫等）、眼瞼皮膚
炎、そう痒感

／

８７１３１９

＜適応菌種＞
本剤に感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺炎球菌、腸球菌属、
ミクロコッカス属、モラクセラ属、コリネバクテリウム属、クレブ
シエラ属、セラチア属、プロテウス属、モルガネラ・モルガニー、
プロビデンシア属、インフルエンザ菌、ヘモフィルス・エジプチウ
ス（コッホ・ウィークス菌）、シュードモナス属、緑膿菌、バーク
ホルデリア・セパシア、ステノトロホモナス（ザントモナス）・
マルトフィリア、アシネトバクター属、アクネ菌

広範囲抗菌点眼剤

日本標準商品分類番号

 処方せん医薬品
注意　医師等の処方せんに
　　　より使用すること

オフロキサシン点眼液
承認番号

薬価収載

販売開始

再評価結果

２１３００AMZ００２０６０００

２００１年７月

２００１年７月

２００４年９月

塩化ナトリウム、ｐＨ調節剤

結膜炎（結膜充血・浮腫等）、刺激感、びまん性表層角
膜炎等の角膜障害

貯　　法

使用期限

：室温保存（外箱開封後は遮光
　して保存すること。）
：外箱及びラベルに表示（３年）

＊＊

実験的ウサギ緑膿菌角膜感染モデルに対する効果
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【禁忌】（次の患者には投与しないこと）

平均値±標準誤差、n＝5



発売元

富山県富山市八尾町保内1ー14　ー1
登録商標

05

製造販売元

富山県富山市水橋開発277番10

融点：約 ２６５℃（分解）

最終包装製品を用いた長期保存試験（２５℃、相対湿度６０％、３年間）の
結果、外観及び含量等は規格の範囲内であり、オフロキシン点眼液０.３％
は通常の市場流通下において３年間安定であることが確認された。

５mL×１０本

５mL×５０本

構造式：

分子式：
分子量：
性　状：

略　号：ＯＦＬＸ
化学名：

オフロキシン点眼液０.３％：５mL×５本

及び鏡像異性体

＊＊

一般名：

NM-3I-020
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